
                                  

 

第４章 

 

実現に向けて 



 

 



第４章 実現に向けて                                  

71 

第４章 実現に向けて                              

４-１ 目標指標の設定 

（１） 目標指標の設定の考え方 

目標指標は、都市・地域交通戦略の基本方針、将来像に向け、戦略の柱に示す各取組みを

実施していくことで、課題が解決され、市民にとっての移動やお出かけのしやすい環境の整

備が進み、それにより「住みたくなるまち日本一」を実現していくための目標を設定します。 

下図のように、基本方針達成に向けた「まちづくりの視点」に基づく目標指標と、戦略の

柱に対応した交通の視点に基づく目標指標を体系立てて設定します。なお、短期・中期・長

期の 5年ごとの評価が出来るよう、調査や統計取得方法にも留意し、富谷市公共交通グラン

ドデザイン（都市・地域総合交通戦略（基本構想））における考え方を踏まえながら、都

市・地域交通戦略の目標指標を以下の通り設定します。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくりの視点 

による目標指標設定 

交通の視点 

による目標指標設定 

 

【交通戦略】基本方針 

「住みたくなるまち日本一」にふさわしい交通環境の実現 

 

 
【目指す交通の将来像】 

将来像 1 さまざまな選択肢のある環境負荷の少ない交通環境の実現 

将来像 2 あらゆる世代の人がいきいきと活動できる交通環境の実現 

将来像 3 都市部、郊外部にすばやくアクセスできる交通環境の実現 

 

【将来の 

都市構造】 

軸、拠点 

 

基本方針、将来像、都市構造 目標指標の設定 

【全体目標】 
❶人口増 
❷暮らしたい理由 

 

【戦略の柱１に 
対する目標指標】 
❶鉄道・バスの利用 
❷乗り継ぎ利用 

 
市内外の利用が 
促進されているか 

市内の利用が 
促進されているか 

多様な取組み 
市民協働が 
促進されているか 

富谷市のまちづくりの 
実現に向け進んでいるか 

【戦略の柱３に 
対する目標指標】 
❶多様な取組 
❷市民協働の取組 

 

【戦略の柱２に 
対する目標指標】 
❶市民バス利用率 
❷市民バス利用数 
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（２）まちづくりの視点に基づく目標指標（まちづくり実現のための交通戦略） 

都市・地域交通戦略は「富谷市におけるまちづくりの実現のための戦略」であることを意

識し、大上段として「まちづくりの視点」にたった目標指標を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口増加傾向にあり、将来的に６万人を目指す。 

人口増加傾向を 
目指す 

 

全体目標❶ 人口の増加傾向の維持 

（目標 6万人に向けた増加） 

46%

45%

40%

35%

16%

15%

14%

11%

9%

9%

6%

2%

2%

3%

0% 20% 40% 60%

住環境が良い

買い物や外食、娯楽に便利

住み慣れていて愛着がある

自然環境が良い

学校や仕事、家族の都合

安全だから

地域での人間環境が良い

医療・福祉サービスが充実している

交通の便が良い

子育てをしやすい

子供の教育環境が良い

都市基盤が整っている

公共施設が充実している

その他

全体目標❷ 富谷市の暮らしたい理由 

（交通の便が良いとの回答の増加） 

 

 
 現状 

 

短期 

 

中期 

 
 

長期 

 

 
交通の便が 
良いと感じる 
割合を増やす 

 

将来 

 

 

 

 

現況 

 

 

 

 

将来 

 

 

 

 

現況 

 

 

 

 

富谷市の人口

2015 年 

51,591 人 

短期 2025 年 

53,965 人 

中期 2030 年 

55,545 人 

長期 2035 年 

56,802 人 

 

増加 

暮らしたい理由 

交通の便が 

良いの回答割合 

 

短期 2025 年 

増加 

中期 2030 年 

10％以上 

長期 2035 年 

20％以上 

増加 9％ 
まちづくりアンケート 

まちづくりの視点からの目標指標 

富谷市の現状 

交通戦略に 

基づき実現を 

目指す 

交通に関する 
７つの課題 

将来像 

都市構造 
 

国勢調査人口 

富谷市人口ビジョンに掲げる人口増加の 

目標値達成に向け交通環境を改善します。 

 

 

富谷市におけるまちづくりの実現のための戦略 

富谷市に暮らしたくなるために「交通の

便」の満足度を上げることが重要です。 

 

富谷市におけるまちづくり視点で目標指標を設定 

「交通戦略(基本計画)」の基本方針 

「住みたくなるまち日本一」に 

ふさわしい交通環境の実現 
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（３）交通の視点に基づく目標指標 

交通戦略における方針、将来像の実現にむけた戦略の柱１～３（および 12 の施策）実施に

よる達成状況を評価するため、以下のように交通の視点からの目標指標を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[戦略の柱１]  

広域交通として「移動しやすい交通環境」の取組み 

戦略の柱１ 幹線交通強化 を中心とした取組みに関連する目標（施策①～④） 

[戦略の柱２]  

広域交通への接続と市内移動環境として「お出かけしやすい交通環境」の取組み 

戦略の柱２ フィーダー交通の充実 を中心とした取組みに関連する目標 

（施策⑤～⑧） 

 

[戦略の柱３]  

  多様な関係者の協働による「分かりやすく使いたくなる交通環境」の取組み 

戦略の柱３-１ 利用のしやすさ向上（施策⑨、⑩） 

戦略の柱３-２ 移動しやすい交通環境の整備（施策⑪） 

戦略の柱３-３ 環境負荷の軽減に向けて（施策⑫）を中心とした取組みに関連する目標 

現況 

 

 

 

 

中期目標 

 

 

 

 

目標１-❶ 鉄道、路線バス利用の増加 

（基幹的な交通の利用促進）※分担率 

目標１-❷ 路線バスへの乗継利用の増加 

（基幹的な路線バスの利用促進） 

現況 

 

 

 

 

中期目標 

 

 

 

 

増加 

 

増加 

 

現況 

 

 

 

 

中期目標 

 

 

 

 

目標２-❶ 市民バス利用の増加 

（フィーダー交通の利用促進）※分担率 

 

 

目標２-❷ 市民バス利用の増加 

（フィーダー交通の利用促進）※利用者数 

 

現況 

 

 

 

 

中期目標 

 

 

 

 

増加 

 

増加 

 

現況 

現在の取組み 
(無料乗車券、 

乗継制度、 

公共交通ブック) 

 

 

中期目標 

 

 

 

 

目標３-❶ 情報・運賃・PR による取組み 

（交通を利用しやすくする施策の実施） 

目標３-❷ 市民参画、協働の仕組み 

（市民の積極参加、利用促進） 

現況 

現在の取組み 
(富谷市協働の 

まちづくり推進 

懇話会等実施) 

 

 

 

中期目標 

 

 

 

 

増加 

 

増加 

 

鉄道 15.9％ 

路線ﾊﾞｽ 15.4％ 

 交通市民意識調査 

市民ﾊﾞｽ 2.2％ 

 

交通市民意識調査 

H30 年度 

89,059 人/年 

 利用実績 

 

H30 年度 
10～15 人/月 

R1 年度 
15～20 人/月 

 

乗継利用者数 

25～30 人/月 

 

 

情報・運賃・PR

の新たな取組み 

７施策 

公共交通に関する

市民協働の取組み 

の実施（毎年） 

交通の視点からの目標指標 

鉄道  20～30％ 

路線ﾊﾞｽ 20～30％ 

 

市民ﾊﾞｽ 3.0％ 

 

市民ﾊﾞｽ利用者数 

115,000 人/年 

 

長期的な位置づけ
の基幹交通システム
成立のために必要
な需要形成を目標 

目標 2-❷の数値と

連動して設定 

人口増目標＋αとし

て３割程度増を設定 

市民バス利用者数
の乗継利用割合を
用い、将来の目標値
にあわせ設定 

施策⑥～⑫の7施策
を短期、中期で実施 

施策⑫の利用促進
活動に向けて実施 

利用実績 
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４-２ 施策の実施、推進体制 

（１）富谷市総合交通検討委員会を通じた進捗管理 

交通事業者、交通管理者、関係機関や市民代表等で構成する「富谷市総合交通検討委員

会」を継続開催し、「都市・地域総合交通戦略」の基本理念を実現するため、施策の進捗状

況や評価指標の達成状況の確認を継続的に実施し、必要に応じ、適宜見直しを図ります。  
 

＜計画の実施主体、関係主体＞ 

主体 分担 

富谷市総合交通 

検討委員会 

計画に基づく事業実施の推進組織として、関係者間の協議の継続

や、連携・調整を図ります。また、施策の実施状況や計画の目標に

対して評価・検証し、市民への情報開示を行っていきます。 

行政 

（富谷市、宮城県等） 

計画に基づく施策について、関係者間の連携や各施策間の調整を

図りながら進めます。 

公共交通事業者 

（ﾊﾞｽ、ﾀｸｼｰ事業者等） 

計画に基づく施策について、関係者間で連携を図りながら進めま

す。 

利用者 

（市民等） 
公共交通の積極的な利用、住民協議会への参加等を行います。 

その他関係者 

（まちづくり、団体等） 

富谷市のまちづくりと一体となった交通戦略の取り組みが推進さ

れるよう、まちづくりなどの関係者間で連携を図ります。 

 

 

（２）進捗管理と計画推進 

「都市・地域総合交通戦略」の 12 施策や計画を推進するため、実施プロセスや課題の共

有、施策実施後の評価指標の達成状況の評価・検証を踏まえて、適宜改善・見直しを行うＰ

ＤＣＡサイクルにより、進捗管理を行います。 
 

＜進捗管理、評価等の進め方＞ 

 短期（5 年） 中期（10 年） 長期（将来像） 

 2020～2024 年度 2025～2029 年度 2030 年度～ 

施策実施確認 

内容の評価 

（プロセス評価） 

   

目標の達成 

状況の評価 

（効果の評価） 

   

課題共有 

改善と反映 

   

 

事業実施 

短期時点の
評価指標 

中期時点の
評価指標 

長期時点の
評価指標 

中間年の目標評価 

反映 
実施状況の毎年の確認 

反映 

中間年の目標評価 最終年の目標評価 

実施の課題共有・改善検討 実施の課題共有・改善検討 実施の課題共有・改善検討 


